
 

 

企業

新た
 

 西鉄

テム開

外のシ

あり、

 同社

金と同

発した

ータを

移動

部に異

んだ。

合理化

常時へ

ば平常

ど）で

るか、

移動

ハイブ

テムを

おり、

NEXC

ロケー

者の利

鉄、J

データ

ービス

お金と

利用を

も広げ

開発し

プロ

1
C

業が持

たな価

鉄情報システ

開発会社であ

システム開発

公共交通の

社は、交通イ

同等の価値を

た。移動体デ

を集め、共同

動体データ銀

異常事態を知

その中でハ

化が中心であ

への対応に切

常時は、バス

では、平常時

バスや他の

動体データ銀

ブリッドシス

をバスの位置

、それと同

CO 西日本と

ーションのデ

利便性向上を

JR 九州、福

タを共有する

スを展開して

と同様な価値

を交通インフ

げるため、移

した。 

ロジェクトの

13 
Case 

持つデ

価値を

テム株式会社

あり、西鉄グ

発を受託して

のソリューシ

インフラのシ

を持つように

データ銀行と

同利用する仕

銀行が生まれ

知らせる仕組

ハイブリッド

あったが、ハ

切り替わると

スの位置やバ

時からモード

の公共交通機

銀行も基本的

ステムがある

置情報などの

同時に平常時

とも連携し、

データを蓄積

を図るため、

岡市営地下鉄

ることで、公

ている。同社

値を持つと考

フラだけでは

移動体データ

の経緯 

移

ータを

創造 

社は、1983

グループのシ

ている。運輸

ションサービ

システム運営

になると考え

とは、多種多

仕組みである

れるきっかけ

組みがなく、

ドのシステム

ハイブリッド

という考え方

バスの到着予

ドが切り替わ

機関の復旧情

的な考え方の

る。これまで

のデータを基

時でのバス

GPS を使っ

積してきた。

福岡市内の各

鉄、福岡空港

公共交通機関

は、企業が持

考えており、

はなく、多種

銀行を NED

動体

を集約

3 年設立の西

システム開発

輸関連のシス

ビスを提供し

営で蓄積して

え、「移動体デ

多様な業種の

る。 

けとなったの

本社からの

を体系化した

ドのシステム

方である。例

予測時間など

わり、バスド

情報など、平

の根幹に、 

で緊急通報シ

基に作ってき

の運行情報

って高速バス

同社は、利

各交通機関

港）とお互い

関データ相互

持つデータが

データの共

種多様な業種

DO 事業によ

体デー

25 

約し、

西鉄グループ

発及び自治体

ステム開発が

している。 

てきたデータ

データ銀行」

の移動体に関

のは、2000

の要請もあり

た。国内では

ムは、異常事

例えば同社が

どを提供して

ドライバーが

平常時とは違

シス

きて

報や

スの

利用

（西

いに

互サ

が、

共同

種に

より
資料）

ータ銀

プのシス 

など社 

中心で 

が、お 

を開 

するデ 

年に起きた

危機対応時

はそれまでコ

事態の時に、

が開発したス

ているが、異

が発信する緊

う情報をリア

西鉄情報シ

銀行プ

▼移

た西鉄バスジ

の情報発信

コンピュータ

コンピュータ

マホアプリ

常時（テロ、

急情報や、現

アルタイムで

システム(株)提

プロジ
西鉄

移動体データ

ジャック事件

を支援するサ

ターは業務の

ターが平常時

「にしてつバ

、自然災害が

現在バスが何

で提供してい

提供 

ジェク
鉄情報システ

タ銀行の仕組

である。当時

サービスに取

の効率化、生産

時への対応か

バスナビ」で

が起こった場

何処で止まっ

いる。 

クト 
テム株式会

組み 

 

時は外

取り組

産性、

から異

であれ

場合な

ってい

会社



 

デー

利用し

えば、

要があ

きる。

移動

かるだ

するこ

実証

ていく

いくた

事業に

組みを

20

である

ニーズ

域の活

せ、IT

 

 

導入

シス

本プ

西
htt
 
〒8

ータの重要性

して何か事業

移動経路の

ある。移動体

 

動体データ銀

だけだが、移

ことで、アイ

証実験では、

く。そのデー

ため、そのデ

になりそうで

を検討してい

018 年に福岡

る。ITS（In

ズに、インフ

活性化や経済

TS の先進事

資

入理由 

ステムの概要

プロジェクト

鉄情報シ
tp://www.n

812-0044

性が高まって

業を行う際に

のデータやモ

体データ銀行

銀行はデータ

移動体データ

イデアも出易

西鉄グルー

ータを企業に

データをまた

であればデー

いる。 

岡で開催され

telligent T

フラと移動手

済発展を図っ

事例を九州か

資料）西鉄情

要と導入メリ

トの今後の展

システム株
nishitetsu.

4 福岡県福

ているなか、

に、企業が他

モバイル空間

行は、情報の

タセンターに

タ銀行では、

易くなり、デ

ープが持って

に貸し出して

た預けてもら

ータを貸し出

れる ITS アジ

ransport S

手段と IT 技術

っていくため

から発信して

情報システム

ット

展開 

株式会社 
.ne.jp/ 

福岡市博多区

企業にとっ

他社のデータ

間統計データ

のセキュリテ

に新たな付加

そこに集ま

データ取得に

ているデータ

て、企業から

らい、また別

出し、企業が

ジアパシフィ

Systems：高

術を活用して

めのシステム

ていく。 

▼

ム(株)提供

営業推進

千代 4 丁目

26 

て情報セキ

タを利用した

タが欲しいの

ティと他社の

加価値が加え

まったデータ

に費やす労力

タを移動体デ

らは利用料を

別の企業に貸

が新規事業か

ィックフォー

高度道路交通

て、交通の最

ムである。フ

▼同社の ITS

進本部 

目 1 番 33 号

ュリティの問

たい場合、デ

のであれば、

のデータ利用

えられたもの

タを有効活用

を商品開発な

データ銀行に

を徴求する。

貸し出す。企

から得た利益

ーラムでも、

通システム）

最適化や事故

フォーラムを

構想 

号 西鉄千代

問題に取り組

ータの取得が

交通機関と通

の２つの問題

であり、デ

することがで

などに振り向

預け、それ

情報は流通す

業にデータ

をデータ利用

移動体デー

 とは、人

故渋滞の解消

契機に移動体

代県庁口ビル 

組む必要があ

が困難で面倒

通信会社の両

題を同時に解

ータセンタ

できる。他社

向けることが

を流通させて

すれば中身、

を用いた事業

用料として後

タ銀行の概念

の移動に関わ

消、省エネや

体データ銀行

 

ある。また、

倒な点がある

両方と交渉す

解決すること

ーでは、情報

社のデータを

ができる。

てデータを加

、用途が変わ

業を提案させ

後から徴収す

念を説明する

わる様々な課

環境との共存

行の取組を加

 

 
IT を

る。例

する必

とがで

 

報を預

を活用

加工し

わって

せて、

する仕

 
る予定

課題や

存、地

加速さ

 


